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朝日町まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和３年度）評価概要 

 

○全体総括 

 計画の２年目は、すべての全体 KPIにおいて未達成という大変厳しい数字となった。 

長引く新型コロナウイルス感染症による影響が大きく、当初想定した事業を実施できなかったこ

とも要因の一つとして挙げられる。しかしながら、コロナ禍に対応した工夫をし、前向きに進めてい

る事業もあり、計画上 10ほどの事業で、前年度中止となったものを再開している。今後 KPIに反映

されるよう引き続き取り組む必要がある。 

 

○全体評価の判断基準 

目標ごとの「全体評価」については、数値目標（KPI）に基づく成果により判断し、次の基準によ

り記載する。 

 良  好：KPIの達成度が全て 100％以上である 

 概ね良好：KPIの達成度が 80％以上の割合が６割以上である 

 やや不良：KPIの達成度が 80％以上の割合が６割未満である 

 不  良：KPIの達成度が全て 0%である。 

 

 ５年間（計画期間）の累計の値で指標とするもの（新規就農者数や空き家成約数 等）について

は、今回の評価対象が２年目であるため、５／２倍（2.5倍）した値を達成度とする 

（例：40％⇒100％）。 

 また、町民アンケートの結果を評価指標としている事業があるが、大規模な町民アンケートは計

画の更新時に実施を予定していることから、評価指標が不足する項目については、第６次総合発展

計画等における KPIを参考として記載し、評価を行っている。 

 

なお、現時点で実績値を計測できていない目標の「全体評価」は、施策の実施状況により判断し、次

の基準により記載している。 

 良  好：全ての施策が「実施済み」である 

 概ね良好：９割以上の施策が「実施済み」である 

 やや不良：９割未満の施策が「実施済み」である 

 不  良：「実施済み」の施策が無い 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

●基本目標１ 若者たちの地元定着と交流・移住の促進を図る 

１ 全体 KPI 

指標 指標値 実績値 達成・未達成 

若者(15歳～39歳)

の社会増減数 
△56人(R2～R6計) △127人（R2～R3計） 未達成 

 
２ 実施状況  実施済み：127、R4実施予定：５、検討中：15 （※実施率：86.4%） 

３ KPI 達成状況  達成：11、未達成：15 （※達成割合：42.3%） 

４ 全体評価  良好：１、概ね良好：１、やや不良：８、不良：２ 

５ 総  括 

全体 KPIについては、実績値が目標値を下回っており、若年層の社会減に歯止めがかかってい

ない状況である。 

また、各 KPIについては、昨年度に引き続き人口増に関連する KPIが達成できていない。事業

の実施率は高いものの、長引く新型コロナウイルス感染症に伴い、KPI の達成状況も 42.3%に留

まっている。一方、新規就農者が 1年で５名増加するなど効果が出てきている分野もあり、引き

続き効果的な事業実施が必要となる。 
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●基本目標２ 結婚に対する意識を醸成し、出産・子育てのしやすい環境を整える 

１ 全体 KPI 

指標 指標値 実績値 達成・未達成 

出生者数 174人 (R2～R6計) 45人（R2～R3計） 未達成 

合計特殊出生率 1.75   (R6時点) 1.41  （R3） 未達成 

婚姻数 140組 (R2～R6計) 32組（R2～R3計） 未達成 

 
２ 実施状況  実施済み：41、R4実施予定：0、検討中：１ （※実施率：97.6%） 

３ KPI 達成状況  達成：３、未達成：５ （※達成割合：37.5%） 

４ 全体評価  良好：１、概ね良好：０、やや不良：５、不良：０ 

５ 総  括 

新型コロナウイルス感染症による医療不安等に伴い、全国的な傾向と同様に出生者数が減少し

ているほか、交流する機会が減少したことにより出会いの場が減ったことで婚姻数の減少も顕著

となっている。令和２年度の出生数が 15 名と平年に比べ非常に少ない数であったが、令和３年

度の出生数が 30名と改善しており、合計特殊出生率も 1.41と昨年度の値（R2：1.03）からは改

善している。しかしながら、コロナ禍以前（H30：1.70、R1：1.62）からは低下しており、子育て

や結婚に向けた機運づくりを進める必要がある。 

R3 の合計特殊出生率について、山形県平均 1.32 に対して、朝日町は 1.41 と高い状況である

が、合計特殊出生率の値には女性の社会減の影響も考えられることから、現に住居を置いている

住民はもちろんのこと、移住や定住に向けた啓発や施策も併せて行う必要がある。 

 

 

●基本目標３ 高齢者や障がい者がいきいきと住み続けることのできる環境を整える 

１ 全体 KPI 

指標 指標値 実績値 達成・未達成 

要介護認定を受けていない 65

歳以上の人の割合 
81%  (R6時点) 80.6%（R3時点） 未達成 

 
２ 実施状況  実施済み：26、R3実施予定：３、検討中：０ （※実施率：89.7%） 

３ KPI 達成状況  達成：３、未達成：４ （※達成割合：42.9%） 

４ 全体評価  良好：０、概ね良好：２、やや不良：２、不良：１ 

５ 総  括 

全体 KPIについては、実績値が指標値をやや下回る結果となったものの、達成率は 99.5％とな

っており、次年度以降現状値の維持・改善により指標値の達成を目指していく。コロナ禍に対応

した高齢者等の健康づくり、生きがいづくり活動の充実を図っていく。 

コロナ禍の中、デマンドタクシーの乗車数が減となったことで昨年度と比較し、KPI 達成状況

が減となっている。（R2：57.1％） 

コロナ禍の中人流が抑制され、交流の機会が少なくなることが危惧されるため、すぽっと等の

施設利用を促進し、誰もが生きがいをもって不安等の解消や気軽にコミュニケーションを図れる

場、また仲間づくりの場づくりを図っていく。 

 


